
（別　紙）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　原告各商品の形態（当事者の主張〉

符

号
【原 告 の 主 張 】 【被 告 らの 主 張 】

原 告 商 品 ① の 形 態

基 本 的 形 態

A l
横長 長 方形 状の バッグ本体 及 び左 右の 一 対の ハ ンドル （持 ち手 ）からなる婦 人用 ハンドバ ッグ

である。
バ ッグ本体 及 び左 右 の 一対 のハ ン ドル （持 ち手 ）か らなる婦 人 用ハ ン ド′くッグであ る。

B l
バッグ本 体 は．個室 を取 り巻 く上 下 方 向に それ ぞれ 所 定長 さの 幕 状の 合 成皮 革を3 つ の段 バ ッグ 本体 は 、個 史 を取 り巻 く帯 状 の 合成 丘羊 を上 下 方 向 に3 段 に重 ね た．いわ ゆ る3投 の

（ティ7 － ド）状 に重 ねた ．いわ ゆ る3段 ティアー ド聖 であ る。 ティ7 －ド聖 である 。

C l

バッグ本 体 の内 酢は ．幅 方 向に 3 つの 収 納部 に分 割 して．その 中 央の 開 口部 をファスナ ーで朋 バ ッグ 本体 部 の 内紛 は ．疇 方 向に 3 つ の収 納 軌 こ分 割 して その 中 央 の 開 口鮪 をファスナーで
閉可 能 な主収納 衝 とし．その 両サ イドの 開 口釦をオ ープンな劉 収 納部 とす る．い わゆ る両あ おり

である凸
開 閉可 能 な主収 納 飢 とし、その 両サ イドを開 口 部 をオ ープンな 副収 納 部 としている、いわ ゆ る両
あお りである．

具 体 的 形 態

D l 外革 は ．凹 凸の ほとん どない滑 らか な賢 愚享有 してい る。 外 車 は 、凹 凸 のな い滑 らか な賞 感を 有 している。

E l ′くッグ本 体 の寸 法は ．轟 き22 cm l幅 3 0 c m ．奥 行 き12 c nlである。 バ ッグ 本体 い ンドルを除 く）の 寸 法 は 、書 き2 2 cm 、幅3 0 c m 、奥 行き 12 。m であ る。

F l
バッグの カラーバ リエーションには ．ブラック、ピンク、ベー ジュ、シル バー 、ワイン 、チョコが あ
る∧

バ ック のカラー ′り ユニーシュンには 、フラック．ピン ク、ベー ジュ、シ ル′く－ 、ワイン、チョコがあ

る＿

6 1 －

ティ7 － ド聖を形 成す る3 段 の各 側 壁 の うち ．上 段 と中段 の 欄 璧内 面 の 対向 面 は 、素 材 が シウ
ナイロンで ざらざらした 賞感 を有してお 仇 その 色彩 は、僧 堂の 色彩 がチ ョコの バ ッグにつ いて は

や や薄 いチョコで あり、その 他の カラー′印 エー ションの バッグに ついて は不 軌

H l
バ ッグ本 体 の底 面は ．鴫 角 丸欄 靂 轟方 形 状 であり．側 面との縫 い面 にポ ストミシン加 工 が撞 き ′くッグ 本体 の 底面 は ．噸 角 丸 隕長 長 方 形状 であ り、例 証 との 縫 い面 にポ ストミシン加工 が 施さ
れている 。 れてい る。

Il

左右‾ 対 の各 ハンドル は全 量 にわ たって 同じ幅 を有 し．バ ッグ本 体 と同 一素 材 で構成 され ．
バッグ本 体 の隋 口部 の 両内 肌 ＝雇 出しな いように縫 い付 け られ ．毘 ∪字 状 に′くッケ本 体 と同 程

度の 轟 きで′くッグ本 体 の開 口部 か ら外酢 に突 出 して設 けられて いる．

左 右 ▲対 の 各 ハンドル は ．バ ッグ本 体 と同一 素 材 でノ くッグ本 体 の間 口節 の 西内 僧 か ら、逆∪

字状 にバ ッグ 本体 と同 程 度 の嘉 さで 突 出して設 けられ てい る。

J l
各 ハンドル は ノバ ッグ本体 と同 一 集材香 芯 材 lこ巻き付 け長 手 方 向l＝折 り1 ね て縫い 目 が内 側 各 ハ ンドルは 、バ ッグ本 体 と同一 素 材 を長 手方 向 に折 重 ね て、縫い 目を 内側 嶋 方 向 中央 に形

成している。幅方 向 中央 に形 成され ている。

K l
一 方の ハ ンドル の一 靖 には ．皮 革製 の紐 で．円形 状 の合 成 皮革 の 上 lこ十字 の 縫 い目が 施 され 一 方 のハ ンドル の 一叫 に は、皮革 製 の 紐で 、円形 状 の 合成 皮 革 の上 に 十 字の 縫 い 目が施 され
た合成 皮革 を▲ね 合 わせ て影 成した 原告 の 登録 商 標 を表わ す 吊り飾 りが 吊 り下 げられ てい る。 た十字 型 の 合成 皮 革を量 ね 合わ せ て形 成 した 吊 り飾 りが 吊り下 げられて いる。

Ll 　　　　　 【 ′くッグ本 体 の 主収 納 部 のファスナー の絶 唱部 は．主 収納 卸 の 上線 端 ≠剛 こ配 されてい る。

M l
バ ッグ本体 の あおりの副 収納 鉱 の一 方 には ，横 幅 の 長さが異 なる小ポ ケットが 2 つ設 けられ ．

他方 のあ おりの削 収 納凱 二はファス ナーポ ケットが 臥 ナられ ている 。

‾ 方 の副 収 納 部の 主 収納 凱 こ対 向 す る壁 面 には 、上繊 開 放 の横 幅 の 長 さが 異 なる大小 の 小

ポケットが横 方 向 に連 続 して設 けられ ．他 方 の 馴収 納 部 の主 収 納 部 Jこ対 向 する壁 面 には ファス
ナーポ ケットが設 けられ ている 。

N l － 前 記 小ポ ケットの 両者 には 、いわ ゆ るマテが 設 けられ ている。

0 1
－

前 記 他方 の 副収 納 部 には 、ファスナ ー 直下 の 布 面 中央 に機 長 の 長方 形 状 の 合成 皮 革製 の タ
グが縫 い 付 けられ ．この タグ には 、上 段 に rR u の ロゴマー ク、下 段 に rP ia m o n to L u s s o 」の文

字が 横書 き表 示 されて いる。

原 告 商 品 ② の 形 態

基 本 的 形 態

A 2 正 方形 状 のバ ッグ本体 及 びショルダー ベ ル トか らなる 婦人 用ショル ダー バッグ である． バ ッグ 本体 及 びショル ダーベ ル トか らなる婦 人用 ショル ダー バッグであ る。

B 2
′くッグ本 体 は．側 壁 を取 り巻 く上 下 方向 に それぞ れ所 定 長 さの 帯 状の 合 成皮 革を3 つ の段 バ ッグ本体 は 、鯛 髪 を取 り巻 く帯 状 の合 成 皮革 を上 下 方 向 に3 枚 に重ね た、いわ ゆる 3段 の
（ティ7 － ド）状 に重ね た．いわ ゆ る3 度 ティアード型 であ る。 ティ7 叫・ド型 である。

C 2

バ ッグ本体 の 内部 は ．暢 方 向に3 つ の 収納 部 に分 割 して．その 中央 の 開 口部 をファスナ ーで闘 バ ッグ 本体 酢 の 内凱 ま、幅 方 向に 3 つ の収 納 部 に分 割 して、その 中 央 の間 口 部 をファスナ ーで
閉可 能な王 収納 紳 とし．その 両サ イドの開 口部をオ ープンな副 収 納部 とす る．い わゆ る両あ おり 開 閉可 艦な 主収 納 師 とし、その 丙サ イ ドを蘭 口 熱をオ ープンな副 収 納 部 としている、いわ ゆ る両
で ある。 あお りである。

具 体 的 形 態

D 2 外 車は 】凹 凸 のほ とん どな い滑 らか な賞 感を有 してい る。 外 車 は 」凹凸 のない 滑 らか な賞 露を 有 している。

E 2 バ ッグ本体 の 寸法 は，高 さ2 6 crn ．幅 2 t cc n ．奥 行き7 c nm である 。 バ ッグ 本体 の 寸 法は ．高 さ26 c nn．疇 2 7 c m 、奥 行 き7c nnであ る。

F 之
バ ックのカラー バ リエーションには 、ブラック．ピンク、ベー ジュ、シル バー 、ワイン ．チョコが あ
息＿

バ ッグ のカラー ／り ユエーションには ．プラツ久 ピンク．ベー ジュ、シル バ ー 、ワイン 、チョコがあ
る＿

G 2 －

ティ7 － ド型を 形成す る3 段 の各 側 壁 の うち ．上 段 と中段 の 側壁 内 面 の 対向 面 は 、素 材 がシ ワ

ナイロンでざらざらした 賢恵 を有 してお り、その 色彩 は．側 壁の 色 彩 がベ ー ジュの バ ッグ について
は やや 薄 いベー ジュで あり、その 他 の カラーバ リエー ションの バッグにつ い ては不 知 。

H 2
バ ッグ本体 の 底面 は ．幅 角 丸橋 長 長方 形 状 であり．儀 面との縫 い面 にポ ストミシン加 工 が短 さ バ ッグ 本体 の 底 面は 、略 角丸 横長 長 方 形状 であ り、側 面との 縫 い面 にポ ストミシン加 工 が 施さ
れ ている。 九で いる。

12

ショルダーベ ル トは ．バ ッグ本 体 の 開 口部 の一 嬢 内凱 こ．そ の一 方 塩酢 を縫 い付 けた布 製の

ベ ルト龍の 他方 端 部が ノ くッグ本体 の 開 口部 の 他鶏 内 凱 ＝設け られているブラケット（紐通 し金
ショル ダーベ ル トは 、バッグ本 体の 開 口 部一 嬢 の 内 聞か ら突出 して設 けられ たベル ト部が ．地

積の 内凱 ＝設 けられ てい るブラケット（毒丑逢 し金 臭 ）に通 して設 け られ 、中 間 に長 さ調 節金 具 享有
している。鼻 ）に逢されて中 間 に配された 長さ折節 金 具 に取 り付 けられ て長 さ鯛 節 可能 に設 けられて いる。

J2 ショルダーベ ル トに は．集手 方向 に 等間 隅 の5 集 の繊 維 様 が施 されてい る。 ショル ダーベ ル トに は 、長 芋方 向 に等 間 隔 の5 集 の 繊 棟様 が 施 され ている 。

K 2
ンヨル ツ‾ヘル トu ‾坪 には ．反 卓 見の 織で」 刊掛 掛取 合成 皮革 の上 に十 干 UJ■■い 巳刀、l他己

ショル ダーベ ル トの － 蟻に は 、皮 革 製 の 紐で、円 形状 の 合 成皮 革 の 上 に十 字 の縫 い 目が 施さ

れた 十字 型 の合 成 皮革 を1 ね 合わ せ て形 成した 吊り飾 りが 吊 り下 げ られ てい る．れ た合成 皮 革を量ね 合 わせ て形 成 した原 告 の登 録 商標 を表わ す 吊 り飾 りが 吊り下 げ られ てい

員 ＿
」2

－
′くッグ本 体 の 主収 納 部 のファスナー の 緯 端部 は．主収 納 部 の 上縁 端 部 か ら内部 に畦 3c m 程

度入 り込 んで いる。

M 2
バ ッグ本体 の あおりの馴 収 納部 の 一方 には ．横 幅 の 長さが異 なる小 ポケ ットが2 つ設 けられ ．

他 方の あお りのi lj収 納部 には ファスナーポ ケットが 設 けられてい る。

一 方 の刑 収 納 網の 圭 収納 凱 こ対 向 す る壁面 に は．上繊 開 放 の 構幅 の 憂 さが 異 なる大小 の 小
ポケットが 横 方 向に連 続 して設 けられ ．他 方の 劃収 納部 の 王 収納 部 に対 向 する壁 面 には ファス

ナーポ ケットが 設 けられている 。

N 2 － 前 紀 小ポ ケットの 両 者に は 、い わゆ るマテ が設 けられ ている。

0 2 －

前 記 他方 の 副 収納 王制二は 、ファスナ ー・直 下の 布 面 中央 に横 長 の 長方 形 状 の 合成 皮 革 製の タ
グが 縫い 付 けられ 、このタグに は．上段 に「R Ijの ロゴマー ク、下軌 こ「P iam o n l● LU 8 0 0 」の 文
字 が機 雷 き表 示 され ている。



（別　紙） 被告各商品の形態（当事者の主張）

符

号
【原 告 の 主 張 】（被 告 ら の 主 張 に 対 す る 認 否 を 含 む 。） 【被 告 ら の 主 張 】

被 告 商 品 ① の 形 態

基 本 的 形 態

a「
横 長長 方 形状 の バ ッグ本 体 及び 左右 の一 対 のハ ンドル （持ち手 ）及 びショル ダーーベ ル トか らな バッグ 本 体及 び 左右 の一 対 のハ ン ドル （持ち 手）及 びショル ダーベ ルトか らなる岬 人 用ハ ンド
る婦 人用 ハンドバッグであ る． バ ッグであ る。

b l 被 告 らの 主雀 を否 認す る．贋 告 の 主 張B l と同 様 に「所 定 の長 さJとい う妃 舷をすべ きであ る。
バッグ 本 体は 、側 壁 を取 り巻く鞭状 の合 成皮 革 を上下 方 向 に3 段 に重 ねた 、い わ ゆる3 段 の

ティアー ド型 である。

c l 穐 告 らの 主 張を醒 める。
′くッグ本 体部 の 内部 は ．疇 方 向 に3 つの 収 納凱 こ分割 して、その 中 央の 開 口 恥をファスナー で

開 閉可 能な 主収 納 部 とし、その 両サ イドを朋 日割 をオー プンな副収 納 部 としてい る、い わゆ る両
あ おりである。

具 体 的 形 態

d l 被 告 らの主 張を否 認す る。合成 皮 革 による細 かな 凹 凸が あるという趣 旨で あれ ば認 め る凸 外車 は 、牛革 状 の 多数 の しわ株 様 によるつ ぶつ ぶ した賢 脛を 有して いる。

●1 被告 らの主 弓l 喜ば める 凸 ′くッグ本 体 （ハ ンドルを除 く凸）の 寸法 は、高 さ2 2 （．汀h 嘘 3 0 c m ．奥行 き 1 2 c m で ある．

†1 不知 バッグの カラーバ リュエ1－シヨンに は、黒 、チョコ及び ベー ジュがあ る．

■1

被告 らの主 張につ いて ．3 段 ティアー ドの 上段 及び 中 段 の合 成 皮革 部分をめ くると，被 告 商 品

① はめ くった内欄 まです べて 商 品外 形 と同 じ合成 皮革 が 使 用 され ているとい う趣 旨であれ ば は

める 。

ティアー ド聖 を形成 する 3段 の 各側 壁 の うち、上 段 と中 段 の鯛 型 内面 の 対 向面 は 、欄 壁 と同 じ

合 成 皮革 を蕎割 としており、欄 壁 と同 じ賞 惑 ・色 調 である。

h l 被告 らの主 張を控 め る凸
バッグ本 体 の底 面 は 、噸 角 丸横 長長 方 形 状で あり．側 面との縫 い 面に玉 芯 加 工が 施 され てい
る 。

il
被告 らの重 職に ついて ．ショル ダー 部 分に つい ては ．乱 れ そ の 余の 酢 分 は否 比す る．原告 の

左 右一 対 の 各ハ ンドルは 、バッグ本 体 と同 一素 材 で．バ ッグ本 体の 開 口部 の 両 内側 か ら、速 ∪

字 状 にバッグ本 体 と同程 度 の 高さで突 出して設 けられ 、また ，ショルダー ベ ルトは 、バ ッグ本 体 の

主 張Il と一 致す る趣 旨であれ ば 醒 め る。 開 口部繭 蟻 の 内側 に固 定 したブラケット（紐通 し金員 ）を介 して設 けられ 、中 間に 長 さ調 節金 具 を
有 している。

jl 被告 らの主 張を眩 め る。
各 ハ ンドルは 、バッグ 本 体と同一 素 材を長 手 方向 に析 量 ねて 、縫 い 目を内側 帳 方 向 中央 に形

成 し，ショル ダーベ ル トに は、裏手 方 向 に等 間隔 の 5 条の 織 模様 が 施 され ている。

k l 被告 らの主 張を三盈め る。
一 方 のハ ンドル の一 端 l二は ．花 柄 操欄 で型 抜 きされ た金 属製 プレー トの 吊飾 りが五 臓で 吊 り下

げられてい る。

11 被告 らの主 張を紀 め る。 バ ッグ本 体 の主 収 納 部 のファスナー の 柊端 部 は 、主 収納 部 の 上線 端 部 に配され ている。

m l 被告 らの主 張 につい て．原告 の 主 張と一 致す る限 りで班 め る．
一 方 の副 収 納部 の 主 収納 鮒 こ対 向す る壁 面に は ．上 絵開 放 の横 帳 の長 さが興 なる大 小の 小
ポ ケットが 横方 向 に遵 続 して設 けられ 、他 方 の削 収納 部 の 王収 納 釦 に対 向す る壁 面に はファス

ナ ーポ ケットが設 けられ ている。

n l 被告 らの 主張 を認 め る。
前 記 大小 の 小ポ ケットの うち 、小 さな 小ポ ケットには いわ ゆ るマ テが 設け られ てお り、大きな小
ポ ケットに はマテ が設 けられてい ない 。

0 1 被 告 らの 主楓 を認 め る． 両 収 納 酢の 布 地に は ．r Z A Z A 」の 文 字 のプリン トが ジグザ グの 地 緯様 状 に 多数 施されて いる。

被 告 商 品 ② の 形 態

基 本 的 形 態

●エ 正 方 形状 のバ ッグ本体 及 びショル ダー ベル トからなる婦 人 用ショル ダー バッグである。 バ ッグ本 体及 び ショル ダーベ ル トか らなる婦人 用 ショルダー バ ッグであ る。

b 2 被 告 らの 主張 を否 扱す る白原 告 の 主 張 B 2 と同様 に「所 定 の長 さ」という記 載をすべ きであ る。
′くッグ本 体 は ．鯛 蜜を取 り巻 く帯 状 の 合成 皮革 を上 下方 向 に3 段 に重 ねた 、い わ ゆる3 段 の

ティアー ド聖であ る。

6 2 被 告 らの 主 躊を紘 める。

バ ッグ本 体部 の内 掛 、幅 方 向 に 3つ の収 納 凱 こ分割 して 、そ の 中央 の 開 口部をファスナ ーで

開 閉 可能 な主 収納 部 とし、そ の両 サ イドを醐 口 部をオ ープンな副 収 納部 としてい る、いわ ゆる両

あ おりであ る．

具 体 的 形 態

d 2 被 告 らの主 張を否 認す る。合 成皮 革 に よる細 かな 凹 凸 があ るという趣 旨 であれ ば認 め る。 外 事 は、牛革 状の 多数 の しわ 横様 によるつぶ つぶ した 賞感 を有 している。

■ニ 被告 らの主 張を三丑める ． バ ッグ本 体 の 寸法 は 、高 さ2 6 c n l．幅 2 6 c m ．奥 行 き7くnnであ る。

f 2 不知 バ ッグの カラー バ リュエー ション には 、鼻 、チョコ及 びベー ジュが ある。

g 2

被 告らの主 張 について ．3 段 ティ7 － ドの 上段 及 び 中段 の 合成 皮 革 ㊤分 をめ くると．社 告商 品

②は め くった内儀 まです べて 蕪 品外 形 と同じ合成 皮 革 が使 用 され ている とい う趣 旨であ れ ば汲

め る．

ティ7 － ド型を形 成 する3 段の 各儀 壁の うち．上段 と中段 の側 壁 内 面 の対 向面 は 、側蟹 と同 じ

合成 皮革 を素 材 としてお り，鯛 髪 と同 じ賞感 ・色 柄であ る。

h 2 被告 らの主 張 を認 め るb
バ ッグ 本体 の 底面 は ．轄 角 丸損 畏 長 方形 状 であり．側 面 との 縫い 面に 玉 芯加 工 が施 され てい

る。

iこ

被 告 らの主 張 について ．ショル ダー 部 分に つい ては ．ベ ル トのn リ付 け方 が バッグ の雨 蟻 の内
側 から高さ約 1 5 m n nのブラケット用 の ル ープが 取 り付 け られ ．両端 の ルー プにブラケットが取 リ

付 けられ ている という趣 旨で あれ ば認 め る。

ショル ダーベ ル トは 、バ ック 本体 の 開 口部 両 端の 内側 にそれ ぞれ 固 定したブ ラケット（紐 遷 し金
具 ）を介 して鮫 けられ 、中 間 に長 さ調 節金 鼻 を有している．

j 2 被 告らの主 雑 を認 め る。 ショル ダーベ ル トに は、長 手方 向 に等 間隔 の 5 崇 のl■穣 様が 施 され ている．

k 2 被 告らの主 張 を認め る。
ショル ダーベ ル トの － 矧 こは ．花 柄 躁様 で型 抜きされた 金属 製プ レートの 吊飾 りが 玉鼠 で吊 リ

下 げられて いる。

12 被 告らの主 張 を認め る。 バッグ本体 の主 収納 部 のファスナー・の終 端掛 ま、主収 納 部 の上 線 端鮒 こ配 され ている。

m 2 被 告 らの 主張 につ いて．原 告 の主 張 と－一致す る限 りで を認 め る。

一方 の 副 収納 鮪 の圭 収 納 部に対 向 す る壁 面 には 、上線 開放 の 横幅 の長 さが 異 なる大小 の 小
ポケ ットが横 方 向に 連続 して 設けられ 、他 方 の 馴収 納 酢 の圭 収 納部 に 対向 する壁 面 には ファス

ナー ポケ ットが 設 けられてい る。

n 2 被 告 らの 主楓 を認め る。
前 妃大 小 の小 ポケ ットの うち、小 さな小 ポケットに は いわゆ るマ千が 設 けられ てお り、大きな小

ポケ ットにはマテ が 設け られ ていない 。

0 2 被 告 らの 主張 を醒 める。 両収 納 師 の布 地 には 、「乙AヱA Jの 文字 の プリントがジグザ グ の地 模様 状 に 多難 施され ている。


